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鉄筋コンクリート（ＲＣ）建物は、揺れが少なく居住性に優れているため、超高層住宅に多く適用されています。

最近、自由な間取りに対応できる柱の少ない超高層住宅が求められるようになっており、大きな重量を支える下層

階の柱に今まで以上の高強度コンクリートが必要とされています。当社は既に150N/mm2級の超高強度コンクリ

ートを用いたＲＣ柱の基本的な構造性能を把握しています。本研究では、より合理的な設計技術の確立を目的とし

て詳細かつ幅広い検討を行っています。

超高強度コンクリート（Fc=100～180N/mm2）と高強度鉄筋を用いたＲＣ柱を対象として、中心軸圧縮実験

および水平加力実験を行い、耐震安全性を確認しています。

実験結果から、超高強度コンクリートを用いたＲＣ柱は、大地震時の揺れが少なく耐震性に優れていることが確認

できました。また、幅広いデータの蓄積および詳細な検討によって、より快適かつ安全な超高層ＲＣ建物の実現が

可能になりました。
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水平加力実験の概要新川崎都市型住宅
地上41階　高さ127.8m

(仮称)太平四丁目錦糸町開発計画（設計協力）
地上45階　高さ149.9m
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